
【
表
紙
】 

生
糸
の
出
来
る
ま
で 

全
一
巻 

 

【
表
紙 

裏
】 

 

【
１
頁
】 

写
（
十
六
ミ
リ
） 

生
糸
の
出
来
る
ま
で 

全
一
巻 

一
〇
七
米 

 

台
湾
総
督
府 

Ｍ
第
八
六
三
号 

検
閲
済 

有
効
期
間 

自
昭
和
十
四
年
五
月
一
日 

至
昭
和
十
七
年
四
月
卅
日 

 

活
動
写
真
「
フ
ィ
ル
ム
」
規
則 

第
十
條
第
二
項
依
リ
手
数
料
ヲ
免
除
ス 

 

本
「
フ
ィ
ル
ム
」
ハ
手
数
料
ヲ
納
付
ス
ル
ニ
非 

サ
レ
、
営
利
・
性
質
ヲ
帯
フ
ル
興
行 

ニ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス 

 

障
害
ナ
シ 

 

【
２
頁
】 

 

【
３
頁
】 

生
糸
の
出
来
る
ま
で
全
一
巻 

十
字
屋
映
画
部 

製
作 

梗
概 

あ
の
気
味
の
悪
い
蚕
か
ら
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
美
し
い
生
糸
が
出
来
る
の
で
せ
う
か 

本
篇
は
蚕
の
上
蔟
か
ら
絹
糸
に
な
る
ま
で
の
工
程
を
簡
単
だ
が
誰
に
も
判
る
や
う 

親
切
に
説
明
し
た
教
材
映
画
で
す 

 

字
幕 

１
、 

御
指
導 

東
京
高
等
蚕
糸
学
校 

岩
手
県
蚕
糸
連
合
組
合 

２
、 

生
糸
の
出
来
る
ま
で 

３
、 

製
糸
工
場
に
運
ば
れ
た
繭
は
色
々
の
検
査
が
行
は
れ
る 

４
、 

（
画
中
文
字
）
審
査
繭
受
附 

５
、 

（
画
中
文
字
）
看
貫
正
確
（
遠
字
） 

６
、 

（
‶
）
看
貫
ハ
正
確
ニ
（
大
字
） 

７
、 

（
‶
）
優
良
繭 

８
、 

（
‶
）
不
良
繭 

 

【
４
頁
】 

９
、
（
‶
）
南
城
伹 

二
十
個 

１
０
、
そ
し
て
こ
ゝ
で
乾
燥
さ
れ 

１
１
、
不
良
繭
の
撰
り
わ
け 

１
２
、
繭
を
煮
ひ
る
器
械
（
画
中
文
字
） 

１
３
、
煮
ら
れ
た
も
の
は
玉
桶
へ
（
‶
） 

１
４
、
繭
の
糸
口
を
さ
が
し
て
（
‶
） 

１
５
、
繭
か
ら
出
た
糸
口
を
四
本
乃
至
六
本
づ
ゝ
集
め
て
ボ
タ
ン
を
通
し
て
繳ヨ

リ

を
か
け
る 

１
６
、
出
来
上
っ
た
生
糸
は
足
の
枠ワ

ク

に
ま
き
か
へ
さ
れ 

１
７
、
厳
重
な
検
査
を
し
た
品
は
糸
捻ネ

り
を
し
て
商
品
に 

１
８
、
捻
糸
三
本
で
一
括
チ
リ
メ
ン
の
反
物
に
し
て
四
反
半
其
の
価
金
二
十
五
円
位 

１
９
、
二
十
九
括
で
一
俵
目
方
は
六
十
瓩
約
七
百
円
で
海
外
へ
輸
出
又
内
地
の
各
工
場
へ 

２
０
、
完 

【
デ
ー
タ
採
録
者
：
加
藤
宏
明
】 

【
デ
ー
タ
校
正
…
笠
原
亮
介
】 


